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ク期間の3日 間に各々1回 除去実習 を行った。時





本を用意 しておくように第4学 年時に通知 してお
いた。
【方 法】実習開始前に3項 目か らなるプレアン
ケー トを実施,つ いで指導医による除去の実演後,
学生に実習 を行わせた。実習終了後,視 覚素材を
用いた講義 を行い,最 後 に10項目か らなるポス
トアンケー トを実施 した。








指導医の人数と学生が必要 と考 えた人数は一致 し
なかったので指導医は不足 していた。 さらに抜去
歯の蒐集では,約90%の学生 が困難であると回
答 したが,今 後,大 学側で抜去歯を用意するなど
の対応が必要と考 えられた。除去実習の経験につ
いては,100%の学生が役立つ と回答 し,歯 科臨
床 における除去の必要性を理解させることができ
た。
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